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イベント概要 

 

[企業名]  三井倉庫ホールディングス株式会社 

 

[企業 ID]  9302 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 3 月期 第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2023 年 8 月 8 日 

 

[ページ数]  20 

  

[時間]   16:00 – 16:24 

（合計：24 分、登壇：16 分、質疑応答：8 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役専務取締役  中山 信夫（以下、中山） 
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登壇 

 

司会：ご参加の皆様、大変長らくお待たせいたしました。これより、三井倉庫ホールディングス株

式会社の 2024 年 3 月期第 1 四半期決算説明会を開催させていただきます。 

本日の資料は、三井倉庫ホールディングス株式会社のホームページに掲載をさせていただいており

ます。また、画面右上にございます配布資料のタブからダウンロードすることが可能です。ご質問

につきましては、チャットにて受付をいたしております。チャット欄にご質問を入力いただき、送

信ボタンをクリックしてください。 

また、本日はアンケートを実施しております。質疑応答終了後にチャット欄がアンケート画面に切

り替わります。表示される画面よりご入力くださいませ。ご協力のほど、何卒よろしくお願いいた

します。 

それでは中山専務よろしくお願いします。 

中山：三井倉庫ホールディングスの中山でございます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、2024 年 3 月期第 1 四半期決算について、説明資料に沿いながら、ご説明申し上げま

す。 
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まず最初に、第 1 四半期の実績及び通期見通しのサマリーについてご説明いたします。2 ページを

ご覧ください。 

詳細は後ほどご説明いたしますが、第 1 四半期の実績は、前期特殊要因の反動減及び海上・航空運

賃の下落から、減収減益となりました。 

また、通期の見通しとしましては、海上・航空運賃が想定以上に下落したことにより、前回予想比

で減収となる見込みであるものの、仕入運賃コストのコントロールにより利益率が改善しているこ

とから、営業利益を上方修正しました。 

なお、通期見通しを上方修正したことから、期末配当予想も増額修正しております。 
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4 ページをご覧ください。第 1 四半期の実績は、営業収益は前期比 126 億円減収の 660 億円、営

業利益は 6 億円減益の 62 億円となっております。減収減益になったものの、先ほど申しましたよ

うに、コストコントロールに努め営業利益率は改善し、8.6%から 9.3%へと改善しております。 

経常利益及び当期純利益も前期比減益となっております。当期純利益につきましては、前期発生し

た特別利益の反動減もございました。 
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5 ページをご覧ください。セグメント別の業績についてご説明いたします。 

当期より、物流事業の内訳を業態別にさらに分類して数字をお示ししております。表の上段、営業

収益の中の物流事業の内訳の部分をご覧ください。 

上から順に、各セグメントの概要を簡単にご説明いたします。倉庫・港湾運送は、港湾地区の倉庫

を中心に貿易貨物を扱うセグメントです。航空貨物フォワーディングは、自動車関連等の国際貨物

のエアーフォワーディングを行っております。3PL・LLP は、主に電機、機械、電子部品メーカ

ー、家電量販店向けの 3PL・LLP ビジネスを、陸上貨物運送は生活消費財を中心にトラック輸送

を行っております。 

続いて、それぞれのセグメントの業績をご説明いたします。営業収益については、倉庫・港湾運

送、航空貨物フォワーディング、3PL・LLP の各セグメントが国際輸送における海上・航空運賃の

下落の影響を受け、減収となっております。 

一方で、営業利益をご覧いただきますと、特に航空貨物フォワーディングの部分において冒頭申し

上げました通り、仕入運賃のコストコントロールに努め、利益率は改善しております。陸上貨物運

送においても、トラックの積載率向上等のコスト削減施策により、傭車費用を削減して利益率の改
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善を図っております。その他、不動産事業は横ばい、また、全社費用は、DX 投資の実行に伴う先

行費用が発生しております。 

 

6 ページをご覧ください。セグメント別の業績について、補足のご説明をいたします。 

先ほどは、各セグメントの内容について簡単な概要だけをご案内いたしましたが、セグメント毎の

主要顧客や主要取扱貨物、各セグメントに所属する事業会社、過去の業績推移のそれぞれの項目に

ついて、現在ご覧いただいております説明会資料の後半の Appendix の部分に掲載しております。 

表の中に各項目を掲載しているページ数をお示ししておりますので、お時間がございましたとき

に、そちらをご参照いただければと存じます。 
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続きまして、営業利益の増減要因についてご説明いたします。7 ページのステップチャートをご覧

ください。 

前期の第 1 四半期の実績 68 億円から、①の運賃単価の下落の部分の前期の特殊要因 12 億円を除

いた前期実力値 56 億円を発射台にご説明いたします。②の運賃差益の拡大につきましては先ほど

申し上げました通り、仕入コストコントロールによるマージンの拡大によるものでございます。 

③の人件費等の原価上昇や、④の先行費用のコストアップ要因に加えて、⑤の荷動き趨勢としてお

示ししております通り、お客様の在庫調整の動きが継続しており、荷動き鈍化による減益要因がご

ざいました。 

一方で、⑥の輸配送効率の向上によるコスト削減効果や、⑦の適正料金収受の取り組みの効果等も

あり、第 1 四半期の営業利益は 62 億円となりました。 
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8 ページをご覧ください。キャッシュフローの状況についてご説明いたします。 

営業キャッシュフローは 82 億円のキャッシュインとなりました。主に当期利益の計上によるもの

です。投資キャッシュフローは 23 億円のキャッシュアウトとなりました。主に物流施設の維持更

新投資と、DX 戦略に基づくソフトウェア投資を実行しております。財務キャッシュフローは、資

料に記載の通り、主に借入金の返済と配当金支払などにより、70 億円のキャッシュアウトとなり

ました。これらの結果、当期末の現預金残高は 334 億円となりました。 
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9 ページをご覧ください。バランスシートの状況についてご説明いたします。 

総資産は、固定資産の取得等から前期比 23 億円増加し、2,610 億円となりました。リース債務を

含む有利子負債残高は 15 億円減少し、911 億円となりました。自己資本は、利益の積上げや為替

換算差額の増加を主因に 39 億円増加し、972 億円となりました。これらの結果、自己資本比率は

37.2%、D/E レシオは 0.94 倍に改善しております。 
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11 ページをご覧ください。業績見通しについてご説明いたします。 

まず、上期の業績予想について、営業収益は前回予想比 70 億円減収の 1,330 億円。営業利益は同

じく 15 億円増益の 115 億円としております。海上運賃・航空運賃の単価が想定以上に下落したこ

とから減収となるものの、運賃の下落局面において、仕入コストコントロールに努め、利益率を改

善させたことから、上期の営業利益を上方修正いたしました。 

上期の上方修正を通期見通しにも反映させる形で、通期の営業利益を上方修正しており、通期営業

利益を 215 億円としております。 
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12 ページをご覧ください。セグメント別業績見通しの前回予想比をお示ししております。 

物流事業の営業収益については、第 1 四半期の実績のスライドでご説明した通り、海上・航空運賃

の下落により、前回予想比減収となる見通しです。一方、営業利益については、航空貨物フォワー

ディングがマージンの拡大により増益となる見通しです。 

また、3PL・LLP に関しましては、白物家電の国内での輸配送業務が想定を上回って好調に推移し

ている他、関東圏の EC 向け物流拠点の新規立ち上げ業務の受注がございました。また、九州にお

いて、家電量販店様が複数の大型店舗を新規出店されるにあたって、新店舗の立ち上げのための物

流業務の受注もございました。 

この他、複数の種類の貨物の積み合わせによる、積載効率の改善によるコスト削減もあり、前回予

想比で増益となる見通しです。 
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13 ページをご覧ください。キャッシュフローの見通しにつきご説明いたします。 

営業キャッシュフローは 260 億円のキャッシュインを見込んでおります。投資キャッシュフロー

は 120 億円のキャッシュアウトを見込んでおります。引き続き、設備の維持更新投資に加えて、

DX 投資を実施予定です。財務キャッシュフローについては、借入金の返済及び配当金支払により

140 億円のキャッシュアウトを見込んでおります。 
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14 ページをご覧ください。バランスシートの見通しにつきご説明いたします。 

24 年 3 月期末の有利子負債残高は、前期末比 66 億円減少し、860 億円となる見通しです。自己資

本は、前期末比 102 億円増の 1,035 億円を見込んでいることから、自己資本比率は 39.4%へ、D/E

レシオは 0.83 倍へ改善する見通しです。 

中期経営計画の財務規律目標である D/E レシオ 1.0 倍を一時的に下回る見込みですが、これは来

期実行予定の箱崎ビルのマルチテナント化工事を含む今後の投資計画を踏まえ、投資余力を確保し

ているものです。引き続き、中計最終年度に向けた中長期的な目線で D/E レシオ 1.0 倍を基準

に、バランスシートをコントロールしてまいります。 
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16 ページをご覧ください。株主還元についてご説明いたします。 

当社は、年間の配当性向が 30%となるよう配当金額を決定しております。今回の業績の上方修正

による上振れ分を期末配当予想に反映し、前回予想比で 8 円の増配としております。 
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17 ページをご覧ください。最後に、当社の企業価値向上に向けた取り組みについて、簡単ではご

ざいますがご紹介をさせていただきます。 

当社は、企業価値向上を目指して、資本コストと株価を意識した経営を実行しております。現行の

中期経営計画においては、最終年度の ROE 目標値を 12%と設定し、これに向けて各種施策に取り

組んでおります。 

また、株主、投資家の皆様との対話も随時実施しております。直近の投資家の皆様との対話の中

で、特にご要望が多かった物流事業の業績の内訳について、今期より開示内容を拡充いたしまし

た。今後も当社はさらなる企業価値向上を目指してまいります。 

以上で私の説明を終了させていただきます。どうもありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、質疑応答に移らせていただきます。 

ご質問はチャットにて受け付けております。なお、お時間の関係上、全ての質問にお答えできない

場合がございます。ご了承ください。 

最初のご質問をご紹介いたします。 

質問者 [Q]：福岡の半導体の物流拠点と大阪高槻の小口 EC の物流拠点について、稼働状況と今

後、業績貢献見通しについて詳しく教えてください。中山専務、お願いします。 

中山 [A]：では、まず九州の半導体の新規拠点の件についてご説明申し上げます。これは従来から

お客様の半導体の配送機能センターを分散して運営しておりましたが、今般それを統合いたしまし

た。統合プロセスは既に完了しております。 

今回統合の目的の一つは、今後九州における半導体ビジネスの拡大が期待されておりますところか

ら、このビジネスの取り込みを狙ったものであります。具体的には来期以降の増収増益効果を期待

しているところであります。 

ただ、九州における半導体もご案内の通り、世界最大の半導体メーカーの進出、それに伴う日本の

半導体メーカーの動きが非常に活発化しておりますので、しっかりとこれをフォローしていく方針

でただいま取り組んでおるところでございます。 

それから 2 点目のご質問の大阪府高槻市における EC 業務の拠点構築でございますが、これはペッ

ト関連の製品のお客様の商流変更、すなわち EC 業務の拡充を図っていくということに応えて、今

は首都圏 1 カ所でやっているものを、東と西、二つに分けて、さらなる拡大を強化していくという

ことです。 

先行して首都圏でスタートして、そのビジネスは非常に順調に進んでおり、これを西でも展開する

ということです。これの P/L インパクト等は、関西分としては本格化してくるのは今期第 4 クォ

ーター以降と、さらに本格化するのは来期と見ておるところでございます。以上でございます。 

質問者 [Q]：次のご質問をご紹介いたします。 

修正された計画の前提となる海上運賃・航空運賃の、2Q 以降の見通しを教えていただけますでし

ょうか。お願いします。 
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中山 [A]：海上運賃及び航空運賃の今後の見通しについてであります。ご案内の通り、海上運賃に

ついて、コンテナの運賃については、一部のレーンを除いてほぼビフォーコロナのベースまで価格

が下がってきております。 

一方で、自動車船、あるいは資源を運ぶ不定期船、ここの市況は逆に値が上がっているという状況

の中で、船会社の今後の供給がどういう形で展開されるのか。それからコンテナを利用する貨物の

今後の需要がどういうふうに変化していくのか。多くの船会社の見方は、第 4 クォーター辺りから

反転するという見方をされておられますが、まだ先行きは不確定と言わざるを得ない状況でありま

す。 

航空運賃についても、ほぼ同様の状況ですが、細かく見ると、船賃より価格の低下は進んでない

と。ほぼビフォーコロナと言いますけど、レーンを細かく見ていくと、特にヨーロッパについては

地政学的なリスク要因もあって、あるいはロシアの上空を飛べないとか、いろんなそういうコスト

アップ要因もありまして、比較的価格は高いレベルで動いているということでございます。 

ほぼそういった価格の動向については、予算時に立てたベースで 2 クォーター以降を見ております

が、市場の動向については非常に変化が激しいものでありますから、私どもも上期を締めた段階

で、その辺のお客様の動向、市場の動向を十分見極めた上で、下期の業績予想の見通し、ひいては

通期の業績見通しについても見直していきたいと現時点では考えておるところでございます。以上

でございます。 

司会 [M]：ご質問のある方は、チャット欄にご入力いただき、送信ボタンをクリックしてくださ

い。 

ご質問者はいらっしゃいません。中山専務、よろしくお願いします。 

中山 [M]：本日はお忙しい中ご参加をいただき、どうもありがとうございました。 

司会 [M]：最後にアンケートにご協力のお願いがございます。チャット欄がアンケート入力画面に

切り替わっております。こちらよりご入力のほど何卒よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、三井倉庫ホールディングス株式会社、2024 年 3 月期第 1 四半期決算説明会を

終了させていただきます。本日はご参加いただきありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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